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７７・・８８月月のの予予定定  
７月 ３日（火）午後 プールが始まります。（火）（木）の体育の時間。 

  １１日（水）・１２日（木） 期末テスト ８・９年生  ☆テスト範囲は別紙。 

  １７日（火） 夏休み宿題のお知らせ（８日分） 

  １９日（木）・２０日（金） 母と子の島（海水浴、カヌー） 

                 ☆１１日（水）しおり配布予定 

＜活動＞ 

７月 ２日（月）６時間目 ３・４年生 社会  ５～９年生 テニスコート整備 

   ９日（月）５・６時間目 クラフト（荒木さん） 

 

７月２１日（土） 夏休みスタート  

８月 ２日（木） 宿題提出日 ９：００～１２：００ 

  ２３日（木） 登校日 ９：００～４：００ 算・国・英・プール（水泳検定練習） 

 

いきる力をもつために  
危険なものはすべて取り除くべきだという人がいます。 

リスクゼロの社会をめざすという考えです。リスクとは、 
利益を得るためにあらかじめ計算に入れておくべき、不利益または危険のことです。 
リスクがゼロになるということは、利益もまたゼロになるということです。 

どこの公園にもあった箱ブランコを見なくなりました。2001 年におこった事故をきっ

かけに、ぶつかり事故や、箱と地面にはさまる事故を恐れた親が撤去を求めました。自

治体やメーカーは責任を問われることを恐れ、あっというまに日本中の公園から撤去さ

れ消えてしまいました。危険なものを取り除けば安全になるでしょうか。また子供たち

の周囲にある危険なものをすべて、取り除くことは可能でしょうか。 
町を歩く不審者を警戒し、話しかけられても無視するように指導します。誘拐や連れ

去りを恐れて目が届くところでしか遊ばせないという親もいます。リスクゼロにすると

利益もゼロになり、子供の生きる力が失われます。 
 

なぜ危険を取り除くべきだと考えるのでしょう。子どもを守るためという建前の背後

に、親自身が不安に耐えられないという本音が見え隠れします。自分の不安に耐える力

を失うと、安心を得るために周りを動かすようになります。 
 

子育てで肝心なことは安心を得る方法を知っていることです。心配を「ゆだねる方」

を知っていることです。親が安心すると、子どもは多くのことにチャレンジして成長し

ます。子どもは怖いと自覚すると、ぶつからないように、手をはさまないように対策を

します。それが知恵であり生きる力になります。すべての危険を取り除いて、愚かな子

どもを作るのか、親が不安に耐えて子どもに冒険をさせ、知恵ある子に育てるかです。

今こそ「恐れるな」という主の約束を受け取る時です。 
                           牧師  梅谷 悟 

７月の目標  

想像力をもつⅡ 
 友達の行動・思いに
 目を向ける 

★★７７月月ののおお誕誕生生日日★★  

77 月月１１２２日日（（木木））おお誕誕生生会会  

 

お楽しみに！！ 

６６月月のの行行事事報報告告    
 １日（金） チアコンベンション  

朝早く出発し、生駒の関西聖書学院へ。生駒市が一望 

できる素晴らしい環境でした。そこでホーム＆チャーチ 

スクールに通っているお友達と出会い、賛美、スポーツを 

楽しみました。そして、特別賛美の機会も与えられ、 

「めっちゃすてきな」を最高の笑顔で賛美しました。 

賛美を聞いた方から「感動しました。」という感想もいた 

だき、用いられたことを喜んだ一日でした。 
 

 ８日（金） 山登り③ 「国見山」（宍粟市山崎町） 

             行きのバスで、山崎町に入った頃から大粒の雨。 

雨の中登ることを覚悟し、かっぱを準備していたら、着いた 

頃には青い空が。登山に最高の天気を神様が与えてください 

ました。今回の登山は整えられた林道を登りました。林業が 

盛んな町ということで、道の途中には積み上げられた木材も 

ありました。頂上からは宍粟市街、中国自動車道、揖保川が 

見えました。下りはミニモノレールに乗りました 
 

２３日（土） 保護者会③ 

  礼拝堂でのチャペル。入学式に続き、獅々賀良治先生にメッセージをしていただきました。

神様の御言葉を受け取りました。子育てセミナーでは、牧師・代表が教育委員会主事・ 

部長とお話をさせていただいたことを紹介しました。委員会の厚意と今後の KBCI 生徒の 

進路について実際的提案を聞きました。神様は時を選んでくださり、KBCI を追い風で導いて

くださっています。また、今の時代の子どもを取りまく環境について考察し、両親の姿勢を

再考する学びとなりました。 

ＫＫＢＢＣＣＩＩののルルーールル  
1． 大きな声であいさつと返事を

する。 
 
２． おともだちがすばらしいこと 

  をしたら、拍手する。 
 

３． 大人の質問には礼儀正しく 

答える。 


